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簫籌章　インフラの新技術とサービス

xDSL

S1電話線を使って数Mbps の画像伝送･･S

DS 】｡とは、Digilal Subscriber Line ( デ ジタル加人升線) の

略であり、屯話同と家庭を結ぶデジタル通信線のことである

DSL 技術 は、加人行線として通常の電話に利川される既存の銅

線を川いて竃･謡J.jと家 庭の問で 鳥速デジ タル伝送を行う。

ADSL  (Assvmmelric DSL} をは じめとしてIDSL(ISDN

DSL) 、SDSL(Sy ｍｍｅｌrｉｃ ＤＳＵ 、VI)SL( Ｖｅｒｙ High Speed

DSL) 、(ﾌDSL( Ｃｏｍｓｕｍｃr DSL) など 各種のバリエーション

があり、これらをまとめてｘl〕SL技術 と||乎ぶサ

現在のISDN で利川されているＨ)SL技 術では、電､ilり｡μ らヽ家

丿畆 あるいは家庭から電話川に向けて、たかだか114kbl)s の速

度でしか伝送が行えない

しかし、近年、デジタル1,同'処理技術を駆使することにより、

電､活線の持つ能力をそのJ111論的|製界まで引き出すことができる

ようになった､ 電､謡線の能力はその太さや距離によって変わり、

ｘDSI.の能力を　･､iでい うことはできないが、xDSL の 代表的存

在であるADSL では 、数Ｋｍに渡って数Mbp ｓのデータを伝送す

ることができる　 この程度の速度だと、1111j像伝送にちょうど問

に介う　い わゆるＶＨＳ品質の11111像伝送のためにはMPI{【;|によ

る|｡5Nlbpｓの伝送、通常のテレビ放送のためにはＸ】PE(;2による

6MI･)pｓの 伝送がll｣‘能であればよい｡ 実際ΛDSL は、ＣＡＴＶ会社

が映像配仁だけではなく屯話サービスまで行い出した米国で、

電謡会社がをき返しを図るべく、電謡線で映像配1,1を行うため

に開発された技術である

AI)SL では、電謡J･昂 らヽ家庭への帯域を家庭から電話J‥jへの

帯域の10倍 程度と非対称にする｡ こ れにより、同様の条件での

SI)SL に比べて電話川から家庭への帯域を2倍弱に広げ、配1,111111

像の 質をよくしている　 家庭から電詰同へは、チャンネルりりり

替え代度のf,同 一しか送らなければ、遅くてかまわないわけだ

図I　ADSL の 概念図

写真l　XDSL 利用実験の機器
(長野県伊那市)
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刮 〕SL llの サ ービ スとしては、 肖 初はＶｏＤ( Ｖｉｄｅｏ ｏｎ

Ｄ(･111alld)が 考えられていたが、デジタルビデオ機X; が ＦのJlll

く価格になったのはごく最近のことであり、ADSL とVo  I)は実

川的な技術とはみなされなかった　 ところが、近年のインター

ネ ソヽトブームにより、鳥速インターネットアクセスのための技

術としてのΛDSL が、その各種のバリエーションとともに兒III(

されることになった　 ＷＷＷアクセスのためには、家庭から電

話川への速度は必I麦ない　 もちろん、今ではインターネットを

利川してＶｏＤを行うこともできる

ｘI)SLの通 信速度の隕 剔よ、雑諂･のl,;Jで 決 まるが、わがII･lで

は､渚外国に比べて1倍非効外的なISI)ＮﾉJ‘式 を利川している･μIlj

で、鳥辿なｘDS 凵二送のためにはISDN の釧線とｘDSL の銅 線を

遠ざけておくなどの措置が必要である

現在のｘDSL 技術は、ISI)Ｎをはるかに凌駕しているが、我が国

ではすでにＮＴＴがISDN 技術に気人な投資をし、いまだにＴＶコマ

ーシャルなどにより淬及させようとしている　 川本でのｘDSL 技

術の利JI｣は、ＮＴＴとは独ヽIylし た加人打線をもつ右線放送電謡網

ですでに始まっているが剔 本格的な咋肢のためにはＮＴＴがもつ

加人打線を川額L000 円1111度でISPな どに捉供するドライカッパー

の提供を義務付けるなどの競争促進策が必要である。
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